ainugo onsei shiryo senshu : sanbunhen : (03)-(07) iitsutae by 田村 すず子
??
??
  
??
?
。?、
?
??
??
??
??
?、?ゥ?
???
???ェ?????
??
?
????
?
??
?
?
?
?
?
?
?）?（?
ワテケ 
Wateke 
テ エタ アナク ネ 、 ヘンパンツ、 テ エタ フシコ シンリッ オカ ヒみ 、 タ パンサ ヲ コタンウン トバット ゥミ 
tee 伍荻咀 k Ⅱe,hempanlnlo, 色 e ぬ huskoslnntokalunne, ℡ lpa lS肝 kolanluntopattunu 
セ コロアイ ェ トウミエクカトウ フエ ネ アン ヒ 、 
sekorayetumiekkatuhuene ㎝ lhl, 
クスルウ ン アイヌ ニシパ ウタ ヲ ヵ、 タ パンサ ラ コ ダン ウン トパット ゥ ミ クス アラキ ヒ ヵ ォヵ 。 
Kusurunaynunlspautarka, ぬ p 町 nSarkot 沖 nuntopattu Ⅱ mrukusu 荻 -kihlkaoka. 
オラウンスイ、 トカプチ ワ カ ト バツトゥ ミ クス イン ネ ウタ フ ア ラ キ ルウェ 不 コロ 力、 タ パンサ ヲ コタン 
oraunsuy@Tokapclwakatopattumi  kusulnneu ぬヱ肝@kiruwenekorka,tap 町 lS 町 kot㎝
ウン ウタ ヲ ェ カンパク ペ ネ クス、 オ ピッタ アマ ケ タ ％ 、 ホシッパ ヒケ ホシッバ 、 アロン ヌ ヒケ 
5 un  ut 打 ek ㎝ @Opak  pe  ne  kusu,opl は a  ㎝@nak 壱 tta  wa,hosIppahike  hoslppa, ㌍ onnu  hlke 
アロン ヌ 。 オロ ワウ シ メ /  コ ヵ オッカ ョ カ シクヌ ワ タ パン サ ヲ コタン コタン ペ ニケ ヘ 
ぴ onnu. orowaun  menoko  ka  o㎞ ayo  ka  sI ㎞ u wa  tapan  S 荻 kot ㎝ kot ㎝ penlkehe 
エイ ェ ウタン ネ ワ オカ ウタ フ カ オカ 。 
eyewt ㎝ mewaokau 血kaoka. 
オロワウ シ ムカ エム コ タ ムカ ペ ニケ タ カ トカプチ タン オッカ ヨ トバット ゥ 3  オ ロ タ 
orow ㎝， nMlI Ⅱ iaemnko0taMukapenlketakaTokapclunok 宝 iayotopa は ,mIi  orta
イコポイケ ワ エク ア コ D 力 、 ネ オツカイ ポ カ キム タアバ ワ 、 オロ ワ 4 カ ベ ニケ コロ ウタ ラ 
lkopoykewaek  akorka,neo 抽 ㏄ ypo  kaklm  taapawa,orowaMukapemlkeko イ lut 狂 
アパ ネコ ロ ワ、 ウタ ラネコ ロ ワ、 オカ ワ クス、 ムカ ペ ニケ タ カ トカプチ ウ ン クル サ二 ； 
@0  apanekorwa,ut 町 nekorwa,okawakusu,M 田の pen正 etakaTokapc エ lunkursam  ka 
オカ 。 
oka ，  
オロワウン タパン サ ラ コタン サ ラ ペ ニケ ヘ タ カ メノコ、 ホンコ ロ カネ メ / コ ア パ 
orowaun  tap 帥 S 打 kotan  S ㎝ pemlkehetakamenoko,ho 皿 ork 杣emenoko  apa
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3. 言い伝え 
(7) 夜 襲 
鳴沢ふじの ( ワテケ ) 
昔は 、 ずうっと大昔、 遠い先祖が住んでいたころ、 この 沙沈地域 
に 、 ト パット ゥミ ( 夜襲・集団強盗 ) という襲撃の 群が来たいきさつは こ
うでした。 
釧路のアイヌの 男の方々も、 この砂流地域へ 夜襲に来たこともあ り
ました。 それからまた、 十勝からも、 夜襲をしに大勢の 人々が来たので 
すけれども、 この 砂 流地域の人々が 見破ったものですから、 みんな負け 
て、 生きてもどる 者はもどり、 殺される者は 殺されました。 それから 女 
0 人も男の人も 、 生き残って、 この砂流地域の 上流で、 そこに住む人々 
と 親戚になって 暮らしている 人々もいます。 
それから 鶴 川 l の川 l 上にり 、 鵡 Ⅱ l の上流にも、 十勝の男の人が、 夜襲 D) 切確 0 エ ム コ は 、 サ 
ダモ さんによると 
の 仲間に入ってやって 来ましたけれども、 その男の人も 山で見つけられ「カッチ」 所 ) 、 砂流川上流の ( 水源に近い 方
て 、 それから鵜川の 上流に住む人々と 親戚になって、 一族になって 、 暮の方言の話し 松子さん、木村キミ 手、 川上 さ
らしています。 ですから、 鵜川の上流にも 十勝の人の子孫がいるのでよると ん、 西島テルさんらに 中流、 静内方言 
す 。 
の話し手、 織田ステ さ 
んらによると 中流 0
それからこの 砂 流地域、 砂流の上流でも 女の人、 妊娠している 女の 
人が見つけられて、 それから、 そこの方々がかわいそうに 思って 、 村に 
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ワ 、 オロワウ ン ニ シバ ウタ ラ エ ランポ キ ウェン クス、 コタン オ D タ アイ ョ ロッテ 、 ホク カ ア コ ン 、 
wa,0r0waunnl5paut 町 er 荻油 po 照 @wenkusu, kotanortaaly6rotte, hokukaakore, 
オロワ ノ アン ベ 、 トカプチ ウン サ パコ D モトコロ ウタ 5 カ タバン サ ラ ベ ニケ タ ベニ ウン コタン 
orow ℡ 0 ㎝ pe,Tokapci unsap 荻ormotokoru ぬ ka ぬ pan  Sarpenlketapenlunkot 旭 
オロ タ オロ ワ /  モトコロ ワ アイヌ サビ キリ トカプチ オモトコロ ウタラ カ 才力 0 
oftaoro  w ㎝omotokorwaaynu  s るIplklrTokapclomolokoruM  kaoka. 
ルウェ ネ ワ シラン カ トゥ、 テ エタ アナク ウサ イコロ ウサエム シ ウサ シントコ ピリカ ヒケヘ 
mwe  ne  wa  sⅠ r;ran  ka抽， lee ぬ町 lak  usa  正orusaemususa  sin ぬko  pirkah 山 ehe
ウ ココロルスイ クス エネ トバツ ト 9 2  ％ コタン ウェンテ ワ アイヌ コロ ベ イン ネ ウタ ラ セ 7 
5ukokormSuy  ku5u  ene  ぬpatMm  wa  k0t ㎝ wente  wa  aynu  korpe  lnne  ut 打 se  wa2) 
ホシッ パ ルスイ クシ ウェン ケウ トゥム コロ ワ アラキ ヒケ カ 、 アラキ カトゥ フ エラマン ペ ネ クス、 
hoslppa  msuykus  wenkewtumnkorwa  a kihlke  ka,aⅠ kikatu  aer 乙 man  pe  ne  kusu, 
オロ ワウン タパン サ ヲ コタン タバン ピラトゥル コタン テ エ タ カネ、 コタンコロ ニ シバ サケコロ ヒネ 
orowaun  lap ㎝IiS 酊ko ぬ n  tapan  Plraturkot 荻 rlteeぬ k町 le,ko 住 m-kor-nlspasakekormine 
シラン。 ヒケ、 ラ ボツケ タ 、 サケ コ ロ ワ シラン タネ マラ ツ トアン コ D シラン コ ロカ 、 インクシ ウタ ラ 
s 廿㎝ ).  hike3),r 乙 pol 士 eta,s ぁ kekorwa  sira Ⅱ ぬ Ⅱemaratto 町 lkorsiran  k0rka,inkusutaT 
オカ ルウェ ネ 。 トバット 9 2  エク ノイ ネ イラムアンルウェ ネ 。 
oka〉uwe］e ， topattumi‘k］oyne（ramuan〉uwe］e   
「 タア キム タ、 コタン キム タ イン ネ ウタラ オ カ コ トム /  シランルウェ ネ コ ロカ 、 イ クアン 
  "taakimm  ta, kotan  kimm  ta  lnne  utar  oka  kotomno  siranruwe  ne  korka, iku 皿
ラボ キ アイヌ オ ピッタ ウハヨッコ トゥル パワ ト パット ゥミ クルエク マッ カ イテキ イシ トマアンプ オビ ッタ 
Ⅰ 在 pokiaynu  opi はa廿 layokkotu 卯 awatopat 憶 mikurek  y 拙;kaitekiisitom 冊皿 no  pitta 
アロン ヌ クニ ネ ハヨク ウタ フ バテ ク オカ ヤク ピリカ。 」 
aronnukunlnehayok  ut 肛patek  o ay 荻 plrka." 
セ コ口 3 タ ン コ ロこ 二シ /@ イ カシパオツテ 。 ヒ ネ オッカ ヨ   ヤッ ； オ ピッタ ウハヨッコ トゥル パ 
sekorko ぬ n-kor-mspaikaspaotte.hmne  okk な ;yo  ne  y 虫宝aopi は iauhayo 目 c血中 a 
力 み ワ イク ソ シ トゥリ、 マラットアン コロ シラン 0 
k 杣 ewalkusos 珪 bbu Ⅱ 4),m 打 atto 町Ilko 「 s廿， anl. 
アクシ ラポッケ タ エソイネ フン チ オ ムケオムケ ハウェ ア シ 。 ヒネ アイヌ ソィネア クス、 
  № sr 在po ㎞ e ぬ esoynehunnao 荻 ㏄ 止 e5)haweas.hfneaynusoyne 庶 u, 
「 フ エ ラミ シカリ オッ ヵイポ シネプシケ トクナフ ァエラミシヵ lJ オッカ イポ シネ プ ソイ タ エク 
‥ ae 俺lm 廿Hskaln  okkaypo  smnep  siketok Ⅱ awa  aer 伍 mlskan  okkaypo  smnep  soy  ぬek
ナ田 
na ，    
セコロ ハ 「 ! シ 。 ヒネ チセ コ目二シパ   
sekorh 乙 w㎎ 6).hinecise-kor- ㎡ spa, 
「ホクレ アフン ケ ヤン ウン。 」 
‥ hokure ㎞ unkey ㎝ un." 
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仲間入りさせ、 夫も与えてやりました。 それがもとになって、 十勝に始 
まりを持つ、 起源を持つ人々も、 この 砂 流の上流に、 上流の村 (= 買気 
SU) に、 そのことに起源を 持って、 人の (アイヌの ) 系統が、 十勝に起源 
を持つ人々もいるのです。 
そういうわけですが、 そのいきさつは、 昔は宝物やら、 刀剣やら、 
行器 ( ほか い ) やらの、 よいのを取り 合いしたくて、 このように夜襲をし 
て、 村を荒らして、 人の持っているものを 大勢で背負って 2) 帰りたいた 
めに、 悪い心を持ってやって 来ました。 けれども、 彼らが来たことがわ 
かったものですから、 それから、 この砂流地域、 この 平 取の村に、 昔む 
かし、 村長 ( むらおさ ) がお酒を手に 入れてあ ったのですがり、 その間 
に、 お酒を手に入れてあ って、 もう酒宴が開かれていましたが、 そこに 
霊力で透視する 人たちがいました。 それで夜襲が 来たらしいとわかった 
のです。 
「すぐそこの 山に、 村の山手の方に、 大勢の人々がかるようなのだ 
が、 私たちはお酒を 飲みながら、 全員、 武装して、 夜襲する人が 来て 
も、 決して恐れずに、 皆殺しにする 26 に、 武装した人々ばかりいる よ 
うにしなさい 口 
と 村長 ( むらおさ ) が命じました。 そして男の人もかんな 武装したま 
まで、 酒席がのべられ 4) 、 酒宴が行われていました。 
そのうちに、 外でだれかがコンコンと 咳をする切声がします。 人が出 
てみますと、 
「見たことのない 若者が一人、 まったく見たことのない 若者が一 
人、 外に来ています ょ 。 」 
と 言う声がしました 6) 。 そして家の王八 が、 
2) 昔はものを運ぶと 
き 背中に背負って 運ん 
だ。 「背負って帰る」は 
持ち帰ることを 表す 表
現 であ る。 
りこのあ たり、 話の @ 
ながら説明しているた 
め 、 よく起こることで 
あ る。 
?
6) 見に出て行った 人
か も どっ て来て家の王 
人 に告げた声がしたわ 
けであ る。 「さあ 早く入れてあ げなさい。 」 
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?? ハウェアン ヒみ 、 ネ オッカ イボ ア ア フンテ ルウエ ネ 。 アクシ ソン / カ シケトクナワ / 
hawe 旭 ㎡ ne,neo ㏍aypo 鮎丘 ntemwene. 曲 ussonnokas 正 etoknawano 
フ エラミ・ ン カリ オッカ イボ アフン。 
ae ㎡ⅡⅡ ska Ⅱ o 憾 [ayPoa Ⅱ lun. 
ヒ ネ オ ロ ワウソ キ ア オッカ イボ イクソ オロ タ モノ アア ン ワ イク エ ヨ n ッ 、 オロ ワ / 
hme@orowaun@nea@okkaypo@ikuso@or@ta@mono@aare@wa@iku@eyorot,@ orowano 
オカムキリ アン ペ ネ クス ネア オッカ イボ アトウキコララパ ワ アイクレ ア アイクレ ア。 アクシ オラ 
oka Ⅱm@uCiran  pe  ne  kusu  n壱 <a  okkaypo  atu ㎞kora甲   wa  田k 丘re  aalk 丘 lre  a. akus  ora 
エアラキ シ ネイヨシキ。 
5e 打 kinnelyoskl. 
ヒ ネ イョシキ フ ァン ラ ポッケ タ 、 ポン メ / コ ウ タ ヲ ホリッ バ ・ トィエーゥチゥチゥ 。 ォッヵィポ 
ninelyoskIwa 町 Ⅰ プ在 pokke ぬ,pon  menokout 正元 arhorhppa-toye-uclwclw.okkaypo 
ウタラ カ ポン プ ノ コ ウタ ラ ； ウ タェ ホ ブシ バ ワ ホリッパ コロ オカ ア クス、 ネフ ァアレラミ シカリ 
ut 肛kaponmenoko  utarkauwehopunpawahordppakoroka Ⅲ㎝ su,neaa 訂芭 Ⅰ 肛 Ⅲ skm 
オッカ イポ ； ホ ブニ ヒネ ホリッ バエョ ロ ッ 。 ウェニョ シキプ ネ クス ホリッパハウェエネアン ヒ 。 
okkaypo@ka@hopuni@hine@horippa@eyorot ， weniyoski@p@ne@kusu@horippa@hawe@ene@an@hi   
ホ l1 ツパ オ D  タ イタクハウェ エネ アン ヒ  
honppaorta れ荻 haweene 帥 M, 
「ホントゥイ ベシテ、 セ トウル ベシテ 、 ホントウイ ペシテ Ⅱ 
  "hontuyy  peste,se れⅡ peste,hontuyy  peste." 
セコロ ハウェアンコロホ リツ パオロタ イ ヨ ロ ツ 。 
sekorhaweanlkorhorhppaortalyorot   
ネア コタンコロ ニ シ バ シ /  イョヤモクテ 。 
n さakot 町l-kor-mlspasmno  Iyoy 町 mok ㏄・
「トアン ペ 、 トイ コ キシマ ヤン 。 ネ トバ ケ ヘ アヌカラ クシ ネ ナ 。 ネプ カ ソ モ ウ プ  /ロ 
"toan  pe,toykoklsma  y ㎝・ netop 荻 ehe  皿庶細 kusne  a.nep  ka  somo  upsoro 
オ マ コ 礒 ヘ ハウエアン 0 」 
omakorkahehawe 旭 ． " 
セコ 口 =l :f ン コロコ ニ シ / 吋 ハウエアン ) レウ ェ    ヒネ オロワ ネ ア オッカ イ ポ 
Ⅰ 5 sekor@ kotan-kor-illspa@ hawean@ ruwe@ ne ・ hine@ orowa@ n6a@ okkaypo 
アウコキ ンコキシマ ヒネ クチ アピタ ヒ ネ インカラン ア クス、 エム シ セ トゥル ペシテ カネ アン ペ ネ 
a 皿 Onlo 皿 ㎞ sma ㎡ nekuciap ㎡㎡ne  i 皿肛 ㎝ 荻 usu,emusse 血中 鋸 lek 皿e  an  匹 ne 
ア アン 0 ヒ ネ オロ ワウン 
a ㎝・   meor0waun 
「 ヘ マンタ エエカ ヲ ク スエム シエセ トゥル ペシテエセ トゥル ペシ テロ 
‥ hem ㎝ 丘 aeek 荻㎞Ⅰ suemusese 抽rpesteese 抽 rp)este," 
セコ D 7 コ ウエ ペケ ン 2  7 コ サカコ カラ フ クス、 エネ ハウェアン ヒ 、 
sekorakow 毛 Ipekennuakosakayok 酊 akusu,enehaweanlh 廿 ， 
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と 言って、 その若者は中へ 通されました。 すると本当に、 全然見た 
こともない若者が 入って来ましたり 
そしてそれからその 若者は酒席に 坐らされて、 酒宴の仲間人りをし 
ました。 それから、 わざとしていることですから、 その若者に次々と 杯
を運んで、 どんどん飲ませました。 するとものすごく 酔っぱらいまし 
犬， @O 
そして彼が酔っている 間に 、 娘たちがにぎやかに 踊り歌いました。 
若者たちも娘たちもいっせいに 立ち上がって 踊っていますと、 その全然 
見知らぬ若者も 、 立ち上がって 踊りに加わりました。 ひどく酔っぱら り 
ていたものですから、 このように踊りました、 踊りながらこのように 
しゃべりました。 
「腹 に沿わせて、 背中に沿わせて、 腹 に沿わせてⅡ 
と言いながら、 踊りの中に加わりました。 
村長 ( むらおさ ) は、 たいそういぶかしく 思いました。 
「あ いつをしっかりつかまえろ。 体を調べるからな。 何も着物の中 
に入ってなくて、 あ んなふうに言うことがあ ろうか ( 何か着物の中に 入 
れているにちがいない ) 。」 
と村長 ( むらおさ ) が言いました。 そしてその男を、 みんなで取り 押
さえて、 帯をほど り て見ますと、 刀を背中に入れていたのでした。 そし 
てそれから 
「何をしようとして 刀を背中に入れているのか、 え ? 」 
とたずね、 どなりつけますと、 彼はこう言いました。 
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「そこの十勝から、 大勢で夜襲するために、 この村の山手に、 小屋 
を作って、 日が暮れたら 村にのろりをかけて、 そしてこの村を 荒らすた 
めにやって来たのでしたが、 r まずおまえを 偵察に行かせるから ロと 隊 
長が言いました。 それでやって 来ましたが、 このように酒宴が 行われて 
いましたので、 刀を背中に入れたことを、 酔っぱもってつい 言って し 
まったのです。 」 
と言いました。 
それから、 その村の人々はみんな、 ときの声をあ げながら、 山へ行 
きました。 その村の山に 隠れている人々に 向かって攻めて 行きました。 
すると、 なるほど大勢の 人がいました。 そして、 その村からかけつけた 
人々が、 いっせいに走って 行きますと、 その夜襲に来た 人々は、 みんな 
いっせいに逃げて、 そしてずうっと 川上の方へ、 この砂流川の 川上の方 
に 逃げて行きました 0 
行くにつれて、 谷のような、 谷間だか 谷だかをさかのぼって、 大勢 
の人が行きましたところ、 谷の間に行きましたところ、 その谷が両方か 
らくずれて、 その大勢の人の 上へ、 土がくずれ落ちて、 みんな殺されて 
しまいました 0 
そうしてそれから、 ただそこに、 どこかに、 山にでも、 隠れていた 
らしい若い女の 人、 妊娠していた 人も一緒に来ていたので、 その人を沙 
浦川の水源の 方の村に仲間人りさせたので、 十勝に起源を 持つ系統が、 
この砂流の村にもいます。 
男の人は、 鶴川の水源地、 鵜川の上流にも 住みついているのです 
が、 そうすると、 ずうっと昔は、 ユーカラのほかに 実際にも、 夜襲に 
よって互いに、 湧 別の心の悪い 人々も、   湧 別の人々は特によく 夜襲 
7)tapanklm ‥・タ 
バンキ ム ‥． と言いか 
けて言い直している。 
8)ne ‥． ネ， ‥と言い 
かけて言い直してい 
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タバン ビラトゥルコタン タ テ ェタ ヵネ、 トバット ゥ ミ クス フヲキ ウタ フ、 ォロ タ シサ ノン ヵ ラオ ッヵィポ 、 
tapanPm Waturkot ブ 征 ntatee ぬ k打 ne,topattum Ⅱ kusu 打出 u ね r,orolasIs 田 no 田申す okkaypo, 
セ トウル エムン ベンテ カ ネ ワ ア フン ワ、 イ ク エヨロ ツ ワ オラ、 ネ ワ アン ベ イヨシキ ア クス 
seturu@emus@peste@kane@wa@ahun@wa ， iku@eyorot@wa@ora ， ne wa@an@pe@iyoski@akusu 
エヤ イェ チタクテ ロ ，オラウン ネ アトパット ゥ ミ クスアラキウタ フオ ピッタ ケセア アンパ 々 クス、 カシウントイ 
eyayecl 垣 lktewa,oraunneatopal 抽 mlkuusu 町 klut 町 oplt ぬ k ㏄ e 何 %paakusu,kasIuntoy 
ホル ッケ カトゥ、 テェ タ オル シベネ ワ シラン。 
horu 化 ekatu,tee ぬ oruspenewasir ㎝ g)  
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にやって来たものでしたが  この手取の村に 、 昔々、 夜襲に来た 
人々、 そこに様子をさぐりに 来た若者が、 背中に刀を入れて、 家に入っ 
て 、 酒宴に加わって、 その男が酔っぱもって、 うっかり自分のことを 
しゃべってしまい、 それからその 夜襲に来た人々全員が、 追いかけられ 
たところ、 その上へ土がくずれ 落ちたということが、 昔の話になってい 
るのです 9)0 
???
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